



i�,�4�&�0

�f�‚�4�4�)

�¿�a�4�&�0


ñ�,�4�&�0

�f�Ô�Š�4�4�)

�z���f�4�&�0

�f�z�4�&�0

�f�˜�4�&�0


b�Ô�Š�4�4�)

�0�V�S���/�F�U�X�P�S�L�›���º�Œ�:

�)�*�0�,�*�w�§� �̂x�z�S�l�7�w�Ç�”�¶�t� �Q�”�ô
¼�í�s
a
¼�›�§�Z�’�•�”�\�q�{

�f�•�›�D�ó�t�b�”�w�x�z�Õ�ú�]	Í�>�¢�w�Š�þ�›�¤	ú�t�¿�U�”�)�*�0�,�*�w�É�¿�Ä�ë�”�«�p�b�{

�¤�•�¬�›�I�:�t�S�l�7�w
 �̀›�Ú
€�	�V�s�U�’
��Š�”�Ÿ
N�p�z

�]�J�r�>�t
Æ�D�=�s���O�q�s�•�”�‘�O�S�l�7�t�/�“�4�M�‡�b�{

�f�z�¤�æ�ž

	��s�0� �–�¬�•�?� 
æ
¼�¢�‰
C�z
\�ˆ�£

�Ý	-�¤�æ�ž

	��s�0� �–�¬�•� �̄ï�Ã�ï�±�~
R�‹�.�Í�¿

�­�”�´�¢
\�ˆ�£�z�×�ˆ	��¢
\�ˆ�£

���f�¤�æ�ž

	��s�0� �–�¬�•� �̂‡�_�‡�s�À	��w�Z�€

�‰
C�¢�Í�ë�”�¤�è�«�Ä�é�Ç�«�µ�•
+�?�r


÷�”�s�r�£

�¤
æ�¤�æ�ž

	��s�0� �–�¬�•� �̂‡�_�‡�s�À	��z	��t�?

� 
æ
¼�¢
\�ˆ�£

�¤���¤�æ�ž

	��s�0� �–�¬�•� �̄ï�Ã�ï�±�¢
\�ˆ�£�z�×�ˆ

	��¢�‰
C�z
\�ˆ�£

��
b�¤�æ�ž

	��s�0� �–�¬�•�?�  
æ
¼�¢�‰
C�z
\

�ˆ�£�z�Ì�¿�Â�æ�”�¢�‰
C�z
\�ˆ�£

�)�*�0�,�*�Ñ�¥�è�µ�Ä�Î�ç�¶
�˜�[�T�s���¥�p
\�V
\�V�q�×
C�$�t�Å
“

�®�)�*�0�,�*�Ñ�¥�è�µ�Ä�Î�ç�¶��̄t�x�‰
C�z
\�ˆ�z�S�‘�|
b
��~�±�”

�Ï�µ�›�r�O
¶
æ�ó�U	B�A�{
H�„�t�²�Z�o�-���w
Œ
��U	[�›

���™�p�V�”���¥�›�Ï�™� �̀o�M�‡�b�{�‡�h
Ñ�•�º�t�x�z�¤	��µ

�Ù�”�À�ª
ƒ�•�)�*�0�,�*�é�¿��́¢�þ�»�ˆ�£�U�K�“�z�“�Ä�i�Z�p�s�X

	��¯�•�Ó�å� �Õ�”�Ä�›	F�î� �̂d�”�\�q�p�z�x
��w�—�›�7�G�v

�t
C�4�p�V�”���¥�›
T�Q�o�M�‡�b�{

�S�l�7�q�w�̂ �’�s�”� 
Ñ�›�è�¦�b �þ�q�w�!�=�t�0� � �̀z�µ	ý�$�-

���¹�æ�á�”�³�ã�ï�›�é�q�=�b�”�h�Š

�t� 
Ñ�ª
ƒ�›
ƒ�q�{���<�s����


ƒ
‹�›
T�Q�h�¦�”�Ó�ï�å�Ø�®�Â�«�Ç

�§�ç�·�ï�»�”��̄•�Z�€�i�w�°
æ�›

�‰�L� �̀h�®� 
Ñ�å�Ø�å�Ä�æ�”�¯�p�z�S

�l�7�•� �À�¤�þ�7�q	ý�h�s�]�J

�w
C�_�q�r�>�›
*
�� �̀o�M�V�‡�b�{

�)�*�0�,�*�é�¿��́¢�þ�»�ˆ�£

�#
¿�Â�«�Ç�§�ç�·�ï�»�”�Ì�¿�Â�æ�”�å�Ø�¢� 
Ñ�å�Ø�å�Ä�æ�”�º�£� 
Ñ�å�Ø�å�Ä�æ�”

�Ñ�¥�è�µ�Ä�Î�ç�¶�§�Ñ�£

� �Ê�Õ�”�³�ã�ï�·�ï�»�”�¢�Z�€�i�£

�f�‚�¤�æ�ž

	��s�0� �–�¬�•�×�ˆ	��À�„�¢�‰
C�z
\

�ˆ�£�z�Í�ë�”�¤�è�«�Ä�é�Ç�«�µ�¢�‰
C�z
\

�ˆ�£

� 
Ñ�å�Ø�å�Ä�æ�”�� �¦�Š�þ�§��

�#
¿�Â�«�Ç�§�ç�·�ï�»�”
�¦�f�Ô�Š�4�4�)�§

�G�U�Â�«�Ç�§�ç�·�ï�»�”
�¦
b�Ô�Š�4�4�)�§��

�œ�4�&�0���	�4�B�M�F�T���&�Y�Q�F�S�U���0$•�D�F�


�•�l�µ�£�t�‘�“�•�l�¬�
�S�w�ô�M�·�”�ç�µ�±�Ù�”�Ä�›���™

�œ�4�4�)���	�4�B�M�F�T���Í���4�P�M�V�U�J�P�O���)�V�C�


�Ú�”�­�¿�Ä�à�t	O�:�›�”�M�h�Â�«�Ç�§�ç�·�ï�»�”�›
ƒ�”� �̀z�¢	Ô���w�Â�«�Ç�§�ç�±�Ù�”�Ä�S�‘�|�·�”�ç�µ�±�Ù�”�Ä�›���™

�Š�þ
�T	Ó�»	Ô
	Í�>�H�Ë�»	Ô
�Õ�ú�Š�þ�4�4�)

�� � � � � � � � � � � � � � � � � �����������������������



Human Capital ｜人的資本

HIOKIは1986年に制定された「人間性の尊重」と「社会への貢献」という理念のもと、「人」への投資

を惜しまない「人間性尊重経営」を貫いてきました。2020年からはさらに、長期経営方針「ビジョン

2030」の実現に向け、社員個人のパーパス「やりたい（実現したい、挑戦したい、貢献したい）という

意思」を尊重し、一人ひとりの自己実現が可能な職場環境づくりを推進しています。

HIキャリア制度スタート
当社では、人的資本への投資が会社の競争力を高めるという考えのもと、「人」中心の経営を行っ

てきました。その取り組みのひとつとして、「個人の強み」をさらに伸ばすため、社員の挑戦をサポート

する「HIキャリア制度」を2025年度から実施します。個人のパーパスの実現、そして働きがい（働き

やすさ×やりがい）の向上を目指して、さまざまな施策に取り組んでいきます。

新入社員研修・マンツーマン研修をはじめ、階層別やグローバ

ルに活躍するための研修、一般教養・公開講座、選抜研修など

を実施。また、通信教育・公的資格補助・語学学習などの自己

学習に対する支援制度もあり、社員一人ひとりの継続的な学

びと成長を促しています。

さらに、次代のHIOKIを支えるリーダー人材育成のため、グロー

バル人材とマネージャー人材の育成に注力しています。希望者

には、入社後の早い段階からさまざまなチャンスがあり、将来の

リーダーとして必要な経験とスキルを身につけていきます。

各種研修・自己啓発支援

日置電機 採用サイトはこちら

https://www.i-note.jp/hioki/recruit/index.html

社内ジョブチェンジやプロジェクト、社内ベンチャーなど、新たな

役割や課題解決に挑戦する取り組みを進めてきました。

「ビジョン2030」の達成に向け、部署や部門を超えてチャレンジ

する機会を促進しています。

社員のチャレンジを支援

ダイバーシティ＆インクルージョン（D&I）に取り組む企業を

認定する「D&I AWARD 2024」において、最上位の認定

である「ベストワークプレイス」に認定されました。これからも

HIOKIは、全ての人が働きやすい職場環境をつくるための

サポートの拡充や制度の整備を進めていきます。

初の「ベストワークプレイス」に認定

施策

働きやすさ やりがい

全社員が自律性を持ったソリューションクリエイターとなり、
社会に不可欠な組織になる 

● 役割手当
● グローバル
 インセンティブ
● 昇格昇給

給与制度

● キャリアコース
● 勤務エリア
● 自薦昇格

選択

● ベネフィット
● 帰省手当
● 一時帰国手当

給与制度

● 長期在宅
● 裁量型

新しい働き方
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Our Sustainability｜サステナビリティ

2022年に策定した「サステナビリティ基本方針」を軸に、「HIOKIサステナビリティ宣言」を策定し、再生可能エネルギーの利用や次世代モビリティの活用、地域の緑化推進など、

多角的なアプローチで環境保全や社会貢献に取り組んでいます。2024年5月には国連グローバル・コンパクトに参加。ステークホルダーの皆様と共に、持続可能な未来の実現に挑戦し続けます。

サステナビリティ基本方針
HIOKIグループは、「人間性の尊重」「社会への貢献」という理念のもと、事業を通じて持続可

能な社会の実現に貢献します。

電気計測を通してお客様の安全で有効な
エネルギー活用を促進し、社会の安心と発展に貢献する

全てのステークホルダーの皆様と、
積極的なコミュニケーションを通じて信頼関係を構築する

社会の一員として、社会の発展に役立つ活動や
環境保全活動に取り組む 乾電池使用製品の

充電池（ニッケル水素充電池）の活用

充電して繰り返し使える「ニッケル水素充電池」への切り替えを

促進。ニッケル水素充電池を使用することで、電池の廃棄や交

換を大幅に削減できるため、電池の製造や廃棄に伴うCO2の

削減に貢献します。また、消費電流の大きな製品にニッケル水

素充電池を使用すると、従来のアルカリ電池に比べ、連続使用

時間が長くなるため、電池の交換回数も削減できます。

「HIOKIフォレストヒルズ」の脱炭素化

1988年に初めて植樹して以降、現在に至るまで「HIOKI

フォレストヒルズ」には約93,000本の木々が社員の手に

よって植えられてきました。そんな緑に囲まれた本社一帯で

は、脱炭素化に向けて、ガスエネルギーからカーボンニュー

トラルガスへの切り替えや社用車のEV化などを実施。さら

に、本社社屋のZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）化の

検討やソーラーカーポートの建設（2025年度完成予定）

といった取り組みも進んでいます。リチウム蓄電設備も活

用して、本社で使用する電気の約半分をまかない、温室効

果ガス排出量を大幅に削減していきます。

※ スコープ3は、2035年までの目標に向け、できる限り排出権取引に頼らずカーボンオフセットを実現する方針。
※ スコープ1：事業者自らによる温室効果ガスの直接排出（燃料の燃焼、工業プロセス）
 スコープ2：他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出
 スコープ3：スコープ1、スコープ2以外の間接排出（事業者の活動に関連する他社の排出）

脱炭素化に向け、以下目標に基づき取り組みを継続。

HIOKIサステナビリティ宣言

2025年（創業90周年）

スコープ1、スコープ2の
カーボンニュートラルを達成

2035年（創業100周年）

スコープ3の
カーボンニュートラルを達成
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Our Sustainability｜サステナビリティ

資材調達基本方針の改定

より健全で誠実な調達活動の実施を目指して、

2022年に資材調達基本方針を改定しました。

新たな方針では、法令遵守や適切な情報管理

に基づく公平・公正な取引、パートナーの皆様

との取引を通じて相互発展できる関係性の構

築を明文化。また「グリーン調達ガイドライン」を

設定し、地球環境に配慮した資材調達活動に

も努めています。

ふるさとの森づくり

自然共生サイト認定

2024年10月に「HIOKIフォレストヒルズ」が環境省の自然共生

サイト（OECM）に認定されました。OECMは生物多様性の保

全を目的として、自然環境を保護・管理する地域を指定する国

際的な制度。植樹や木々の維持管理をはじめ、希少植物の生

息地を中心とした保全活動、社員や来訪者への自然と触れ合う

機会提供が評価されました。

1995年から、学校や公共施設へ苗木を寄贈し、子どもたちや

地域住民と共に緑化を推進する活動を開始。苗木を植えるだけ

でなく、次世代を担う子どもたちへの環境教育の場としても地域

に貢献しています。

本社がある上田市周辺から始めた同活動は、植樹対象地域

を拡大するため、2005年に公益財団法人HIOKI奨学・緑化

基金を設立。その後、長野県全域に活動を広げ、植樹してきた

苗木の数は累計70,000本以上に及んでいます。

HIOKI祭り

地域との交流を目的としたHIOKI祭りを2000年から毎年開

催。社員がホストとなって地域の皆様をおもてなしする貴重な

機会となっており、屋台や野外ステージなどの屋外イベント

のほか、工場見学やでんき工作教室、お茶席など、多彩なイ

ベントの企画から運営までをグループ社員が行います。2023

年の開催時には、NHKの人気番組「魔改造の夜」で放送さ

れた「ぱんだ幸村」のリベンジ走行や「スパイダー魔人」の機

構展示も行い、たくさんの方々に楽しんでいただきました。

「自動運転EVバス」「公共交通機関による通勤」の実証実験

2023年に上田市などの協力を得て、自動運転システムを搭

載したEVバスの実証実験を実施。また、2024年6～8月にか

けて、長野県が提唱する「マイカー移動からの転換等促進事

業」の一環として、他の事業会社と「1週間に1回公共交通機

関で通勤する」実証実験を共同実施しました。CO2削減に寄

与するだけでなく、地域の公共交通機関の活性化にも貢献し

ます。

理工学生への奨学金給付

1989年に公益信託フォレストヒルズ奨学基金を設立。技術

者育成の支援および地域社会への貢献を目的に、4年制大

学理工系学部に進学する学生を対象とした奨学金の給付を

開始しました。現在は、この事業を公益財団法人HIOKI奨学・

緑化基金が継承。若い技術者の育成を支援すると共に、地

方都市の成長発展への契機となるよう運営を続けています。

資材調達方針説明会の様子
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〒386-1192 長野県上田市小泉81
TEL：0268-28-0555　FAX：0268-28-0559

最新情報、製品の詳細などは、公式サイトをご覧ください。

https://www.hioki.co.jp/

20250226

HIOKI




